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株式会社 PR TIMES

プレスリリース配信サービス PR TIMES

世界最大規模の金融情報サービス「ブルームバーグ」への

プレスリリース配信サービス開始
～国内機関投資家・アナリストへプレスリリースを確実に配信～

PR 事業を手がける株式会社ベクトル（所在地：東京都港区 代表取締役社長：西江肇司、以下 ベ

クトル）の子会社 株式会社PR TIMES（代表取締役：山口拓己、以下 PR TIMES）は、世界最大規模

の金融情報サービス「ブルームバーグ」へプレスリリースを配信するサービスを 2009年 8月7日（金）より開始

致します。

近日、金融危機の影響を受けた金融機関の人員削減等により、アナリストが減少しているとともに、証

券アナリストが投資対象とする上場企業の数が大幅に減少しております。（※参考資料）

そのような中、機関投資家・アナリストに自社の情報を知っていただき、投資対象として見ていただけるよう、

機関投資家・アナリストへの適切な IR情報のリーチが、企業の喫緊の課題になっております。

一方、機関投資家・アナリストは、決算発表会の「プレゼン資料」や「決算情報」等の数値情報だけでな

く、具体的な事業内容をタイムリーに示す「プレスリリース」の閲覧率が高いことがわかっております。（※参考

資料）

そこで、PR TIMES では、世界最大規模の金融情報サービス「ブルームバーグ」と提携を行い、「ブルーム

バーグ」（専用ターミナル）を通じて、日本国内の3万6千人を超える機関投資家・アナリストへプレスリリース

の全文を配信するサービスを開始します。これにより、PR TIMES は機関投資家やアナリストの関心をお客

様企業に向ける機会を継続的に創出します。新興市場などに上場する中堅・ベンチャー企業を中心に初

年度 300 社の受注を見込んでおります。

PR TIMES では、既存のサービスの枠にとらわれず、今後もインターネット PR サービスを拡充していく予定

です。

【サービス概要】

■開 始 時 期： 2009 年 8 月 7 日（金）

■サ ー ビ ス 内 容： 世界最大の金融情報サービス「ブルームバーグ」端末へのプレスリリース配信

世界最大の金融情報サイト「Bloomberg.co.jp」へのプレスリリース配信

プレスリリースサイト「PR TIMES」へのプレスリリース掲載

■料 金： \30,000／1 ヶ月

※最低 6 ヶ月間以上の契約です。

※別途初期費用は一切かかりません。

※契約期間内のリリースの配信本数は無制限です。

（但し、同一内容のリリースの複数配信は不可）

■導 入 までの期 間： 利用申込書受領後、10 営業日を経て利用可能



【会社概要】

■株式会社 PR TIMES 概要

会社名 ： 株式会社 PR TIMES

設立 ： 2005 年 12 月

代表取締役 ： 山口 拓己

資本金 ： 2,500 万円

事業内容 ： ・ プレスリリース配信サービス「PR TIMES」の運営

・ クリッピングサービス

・ ブログ記事広告サービス「ブログタイムズ」の運営

・ 求人・転職サイト「ジョブナス」の運営

URL ： http://prtimes.co.jp

■株式会社ベクトル 概要

商号 ： 株式会社ベクトル

所在地 ： 東京都港区赤坂 4-15-1 赤坂ガーデンシティ 18F

設立 ： 1993 年 3月 30 日

代表取締役社長 : 西江 肇司

資本金 ： 2億 6500 万円

事業内容 ： マーケティング分野における戦略的 PR、口コミに関するコミュニケーションマーケティ

ング事業、映像制作業務・その他これらに付加する一切の事業

URL ： http://www.vectorinc.co.jp/

【報道関係お問い合わせ先】

株式会社ベクトル グループ広報 担当：萱沼・鈴木・小宅

TEL：03-5572-6080/FAX：03-5572-6065 EMAIL： m-kayanuma@vectorinc.co.jp

【サービスに関するお問い合わせ先】

株式会社 PR TIMES 担当：三島

TEL：03-5572-6076/FAX：03-5572-6075 EMAIL： prtimes@vectorinc.co.jp

※本リリースをお送りさせて頂いている皆様の個人情報は、株式会社ベクトルの個人情報保護方針に基づいて、厳重に管理させて頂いてお

ります。今後、弊社からのニュースリリースの配信を希望されない方は、恐れ入りますが privacy@vectorinc.co.jp までご連絡をお願い致しま

す。



参考資料：IR 活動を取り巻く環境について

■アナリスト一人以上が調査/分析を担当している銘柄数

（出展：金融情報サービス会社アイフィス調査 2009.6）

参考資料：機関投資家・アナリストの投資情報ソースについて

■機関投資家・アナリストが企業の HP掲載情報でよくみる情報について

（出展：野村インベスター・リレーションズ株式会社 2009.3）


